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(要約）

本研究は，平成18年９月から更生保護に導入された性犯罪者処遇プログラムについて，実

践現場から見えてきた課題を明らかにし，今後のプログラムの在り方について実施体制・内

容も含めて示唆を得ることを目的とする。

Ａ保護観察所の特別処遇実施班の経験者を中心にコア・プログラム実施経験のあるZZ名の

保護観察官を調査対象とし，半構成質問紙を用いてインタビュー(半構造化面接)を行い，質

的情報を収集した。196個の質的データ内容分析の結果，７個のカテゴリー，１８個のサブカテ

ゴリーが生成された。分析結果を踏まえ，カテゴリーごとに先行研究，統計及び実践現場の

現状の分析を通して考察した。

本研究から．プログラムの実施体制・内容，保護観察終了後の支援体制，矯正との連携な

ど実践現場で課題が表出していることが示唆された。今後もエビデンスの蓄積，科学的な効

果検証を行いより効果的なプログラム策定について更なる検討が求められる。
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１問題意識

平成１６年11月に奈良県で発生した小学1年

生女児誘拐殺人事件をきっかけに性犯罪者

処遇の充実強化を求める世論の声が高まり１，

平成17年４月に法務省矯正局と保護局は性犯

罪者の再犯防止策の一貫として「性犯罪者処

遇プログラム研究会｣を発足させ，平成１８年

度から性犯罪者処遇プログラム（以下，一部

を除き｢プログラム｣という｡)を現場に導入し

た。保護のプログラムは主にイギリスのプロ

グラムをベースに作成され２，－部の庁にお

ける試行実施後，平成１８年９月から全国の保

１犯人が過去に児童に対するわいせつ事件で保渡iijl察付執行猶予となり．同種11i犯で執行猶予を取椚きれて刑事施設に入

所しその後仮釈放となって保護観察を受けた経歴を有していた。

２鵡正のプログラムはカナダのプログラムをペースに作成されており．保護のプログラムがベースとしたイギリスのプロ

グラムは基本的にカナダのプログラムを発展させたものであるため．遡知行動療法とリラプス・プリペンションなど

のilLi者の背景理論は共通している。
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